
今月の主な内容
●議会だより
●津波避難道整備状況
●文教センターだより

 
・・・・・・・11～18

・・・19
・・・20

人のうごき
（25．7．1 現在）

世帯数�10,297� －1
人　口�22,379�－17
 （男）� 10,479� －5
 （女）� 11,900�－12

6 月 中 の
異動状況

出生� 9
死亡�25
転入�30
転出�31

前月比

クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」が入港し、乗船客の皆さんは幡多を楽しみま
した。出港のセレモニーでは、咸陽保育園の皆さんが歌とダンスを披露しました。
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②

地籍調査区域

市 営 定 期 船 時 刻 表

母 島

８：３５

１１：３０

１５：２０

弘 瀬

８：２０

１１：４５

１５：３５

鵜来島

７：５０

－

１６：０５

片 島

９：２５

１２：５０

１６：５５

1便発着時刻

臨時便発着時刻

2便発着時刻

片 島

７：００

１０：４０

１４：３０

市
営
定
期
船
臨
時
便
の
お
知

ら
せ

　
沖
の
島
定
期
航
路
で
は
、
左
記

の
期
間
、
定
期
便
の
１
便
と
２
便

の
間
に
臨
時
便
を
運
航
し
ま
す
。

　
帰
省
や
レ
ジ
ャ
ー
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

臨
時
便
運
航
期
間

　
８
月

１０
日

（土）
〜
８
月

１７
日

（土）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
離
島
振
興
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）

取
り
替
え
の
お
知
ら
せ

　
平
成

２６
年
に
有
効
期
限
が
切
れ

る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作

業
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

期
　
間

　
８
月
上
旬
〜
３
月
下
旬

該
当
メ
ー
タ
ー

『
上
下
水
道
ご
使
用
量
の
お
知
ら

せ
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
メ
ー
タ

ー
番
号
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
以

下
２
桁
の
数
字
が

１８
の
量
水
器

例
　
Ａ

１８
―

○
○
○

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
限
は
、

正
確
に
計
量
す
る
目
的
か
ら
、

計
量
法
に
よ
り
８
年
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
有
効
期
限
内
に
無

料
で
取
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
請
負
業
者
は
本
市
が
発
行
す
る

量
水
器
取
替
作
業
員
身
分
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作

業
中
は
水
道
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
（

１５
分
か
ら

３０
分
程
度
）。

・
取
り
替
え
作
業
は
ご
不
在
の
場

合
で
も
、
取
り
替
え
が
可
能
な

場
合
は
施
工
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
際
は
、
取
り
替
え

済
み
の
お
知
ら
せ
を
郵
便
受
け

な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
水
道
課
水
道
係

　
蕁
６
３
―

３
５
５
２

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
減
量
化
お
よ
び
再
資
源
化
を
促

進
し
、
ご
み
問
題
に
対
す
る
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
家
庭
用
生

ご
み
処
理
機
の
購
入
に
際
し
、
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
お
よ
び
補
助
金
額

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

　（
限
度
額
　
４
０
、０
０
０
円
）

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

　（
限
度
額
　
　
４
、０
０
０
円
）

・
生
ご
み
発
酵
用
密
閉
容
器

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

　（
限
度
額
　
　
４
、０
０
０
円
）

補
助
対
象
条
件

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居

住
し
て
い
る
こ
と

・
市
内
に
本
社
な
い
し
支
店
、
ま

た
は
営
業
所
を
有
す
る
業
者
か

ら
購
入
す
る
こ
と

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

山
奈
町
山
田
（
竹
部
・
馬
場

住
・
西
竹
石
地
区
）
周
辺
の

地
籍
調
査
を
し
ま
す

　
地
籍
調
査
は
、
土
地
登
記
簿
な

ど
を
も
と
に
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
地
籍
図
、
地
籍
簿
に
と
り
ま
と

め
る
も
の
で
す
。
調
査
後
は
、
土

地
登
記
簿
の
記
載
事
項
は
書
き
改

め
ら
れ
、
地
籍
図
は
今
ま
で
の
字

限
図
（
あ
ざ
き
り
ず
）
に
代
わ
り
法

務
局
に
備
え
つ
け
ら
れ
ま
す
。
今

年
度
の
調
査
区
域
は
左
図
の
と
お

り
で
す
。

　
地
権
者
の
方
々
に
は
、
事
前
に

説
明
会
を
開
催
し
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
境
界
の
刈
り
開
き
と
、
現
地

立
会
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
が
所
有
す
る
土
地
の

大
切
な
調
査
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
国
土
調
査
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

8月

葉  月
August
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高知県宿毛市坂ノ下1023－37

 海事代理士 小川恵理奈オガワマリンサービス

ボート免許教室,随時開催中！

更新講習の受付、始めました！

2級 学科講習・実技講習 8／　3踞 蛔 国家試験 8／17踞
　　 学科講習・実技講習 8／31踞 蛔 国家試験 9／14踞

（実技講習の日程は、人数により変更になることがあります。臨時での試験も開催できます。ご相談下さい。）

試験と全く同じ艇、同じ水面で実技講習が受講できます！

☆2級 ￥69,700　☆進級 ￥34,000　（試験料、講習料、申請料等こみ）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、

毎
年
８
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て

８
月
以
降
の
受
給
資
格
の
審
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
が
な
い
と
８
月
以
降

の
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
８
月
１
日

（木）
〜
８
月

３０
日

（金）

　（
土
、
日
を
除
く
）

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

１７
時

１５
分

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
児
童
扶
養
手
当
証
書

・
現
況
届

・
養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

・
届
出
の
印
鑑

・
平
成

２５
年
１
月
１
日
現
在
、
宿

毛
市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い

た
方
は
、
そ
の
住
所
地
の
所
得

証
明
書
１
通

そ
の
他

受
給
者
に
よ
っ
て
は
諸
々
の
用

紙
を
別
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
用
紙
は
福

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
）
手
当

の
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
経
過
し
た
方
な
ど
は
、

一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
対

象
者
に
は
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

父
子
家
庭
も
対
象
に
な
り
ま

し
た

〜
母
子
家
庭
等
自
立
支
援

事
業
費
補
助
金
事
業
〜

　
父
子
家
庭
の
父
と
母
子
家
庭
の

母
を
対
象
に
、
就
業
に
向
け
た
資

格
取
得
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業
費
補

助
金
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で
要
件
が
異
な

り
ま
す
。

蘆
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

資
格
や
技
能
を
取
得
す
る
た
め
、

認
め
ら
れ
た
一
定
の
講
座
な
ど

を
受
講
す
る
場
合
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

蘆
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
等

事
業

定
め
ら
れ
た
一
定
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
養
成
機
関
に
お

い
て
２
年
間
以
上
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
受
講
す
る
場
合
、
受
講

期
間
中
の
生
活
費
や
入
学
一
時

金
を
支
給
す
る
制
度

【
手
続
き
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

宿
毛
東
団
地
、
分
譲
し
ま
す

　
宿
毛
市
土
地
開
発
公
社
で
は
、

宿
毛
東
団
地
の
宅
地
分
譲
を
行
っ

て
い
ま
す
。

所
在
地

　
平
田
町
東
平
　

２０
区
画

　（
平
成

２５
年
６
月

３０
日
現
在
）

面
　
積

　
２
１
９
〜
３
９
７
㎡

売
却
価
格

　
６
０
４
〜
１
、５
１
４
万
円

宅
地
分
譲
の
条
件
な
ど

・
自
ら
居
住
す
る
住
宅
、
ま
た
店

舗
併
用
住
宅
を
建
築
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

・
所
有
権
移
転
登
記
完
了
後
５
年

間
は
、
第
三
者
に
対
し
売
っ
た

り
貸
し
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
土
地
開
発
公
社
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
土
地
開
発
公
社

　
蕁
６
３
―

１
１
１
１

新
規
狩
猟
者
確
保
事
業
に
つ

い
て

　
今
年
度
よ
り
、
猟
銃
所
持
許
可

申
請
に
係
る
射
撃
教
習
の
受
講
料

に
対
し
て
、
３
７
、０
０
０
円
を
限

度
額
と
し
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
産
業
振
興
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
等

対
策
事
業
に
つ
い
て

　
平
成

２５
年
７
月
１
日
以
降
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
捕
獲
し

た
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
対
し
て

従
来
の
報
償
金
に
上
乗
せ
（
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
と
も
８
、０
０
０
円
、
幼

獣
の
場
合
は
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
と

も
１
、０
０
０
円
）
を
行
う
事
業
が

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
報
償
金
の
上
乗
せ
を
受
け
る
に

あ
た
っ
て
、
様
々
な
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

船
員
の
た
め
の
無
料
健
康
相
談
所

　
９
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
は
、

船
員
災
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
船
員
労
働
安
全
衛
生

月
間
で
す
。
行
事
の
一
環
と
し
て
、

船
員
に
対
す
る
無
料
健
康
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
健
康
相
談
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
事
前
に
電
話

予
約
を
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日
　
９
月
５
日

（木）

　
　
　
　
９
月

１９
日

（木）

時
　
間
　

１４
時
〜

１６
時

場
　
所
　
大
西
内
科
胃
腸
科
医
院

　
　
　
　（
蕁
６
３
―

１
２
６
７
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
国
運
輸
局
高
知
運
輸
支
局

　
蕁
０
８
８
―

８
３
２
―

１
１
７
５
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蕁 090－2896－6068
蕁 090－2895－1525

宿毛市西町2－21

ぶどう狩りオープン
2013.8.10（土）　9:00から

入園料無料（計り売り：1㎏1000円より）

営 業 時 間 9：00～18：00　期間中無休

ハウス内での食事はできません
敷地内グレープカフェにて、かき氷・
アイスクリーム・食パン・ジャム等販売
※お供え・お中元・贈答用承り中！
※ゆうパックでも受け付け中！

お問い合わせ

片島中

球場

ココ

「農事組合法人ファームなかつの」が
事業を活用して農業用倉庫を整備す
る様子（地鎮祭）

集
落
営
農
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か

　
宿
毛
市
で
は
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
農
業
経
営
を
行
う
「
集
落
営

農
」
の
取
り
組
み
を
、
機
械
や
倉
庫

の
整
備
に
対
し
補
助
す
る
な
ど
し

て
支
援
し
て
い
ま
す
。
農
村
の
高

齢
化
、
担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
地

域
の
農
業
・
農
村
を
維
持
し
、
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん
で
集

落
営
農
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
興
味
の
あ
る
方
の
問
い
合
わ
せ

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
産
業
振
興
課
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
７

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時
　
８
月

２０
日

（火）

　
　
　
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

無
料
人
権
相
談
所
開
設

　
人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相

続
・
金
銭
や
土
地
・
建
物
の
貸
し

借
り
・
登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故

な
ど
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間
は
１
人

３０
分
で
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時
　
９
月
６
日

（火）

　
　
　
　
　

１０
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
西
町
団
地
（
西
町
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
３
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
８
月
７
日

（水）
〜
８
月

２３
日

（金）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
８
月

２１
日

（水）
〜
８
月

２３
日

（金）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地
　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り
　

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、
４
帖
半
）

構
　
造
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建

て
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式
　
定
期
借
家
方
式

家
　
　
賃
　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費
　
　
２
、０
０
０
円

駐
車
場
　
　
１
、０
０
０
円

敷
　
　
金
　
９
０
、０
０
０
円

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

受
付
期
間

　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

終戦当時の通貨・証券などを
　　　　　　　返還しています

　税関では、終戦当時にお預かりしたものを、
下記のとおりお返ししています。

●終戦後、外地から引き揚げて来た方が、上陸
港の税関に預けた通貨・証券など。

●外地の集結地において、総領事館などに預け
た証券などのうち、日本に返還されたもの。

　返還の申し出は、ご家族の方でも構いません。
心当たりのある方は、税関までお問い合わせく
ださい。

【問い合わせ先】　高知税関支署
　　　　　　　　蕁０８８－８３２－６１３１
　　　　　　　　✉kobe-kochi@customs.go.jp
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不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

　
不
動
産
・
住
ま
い
に
関
す
る
問

題
な
ど
つ
い
て
、
高
知
県
宅
建
協

会
の
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し

ま
す
。

日
　
時

　
８
月

２１
日

（水）

　
１３
時
〜

１６
時

場
　
所

　
四
万
十
市
中
央
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
高
知
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

２
０
０
１

平
成
２５
年
度

宿
毛
市
政
功
労
・
善
行
表
彰

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
宿
毛
市
で
は
、
政
治
、
産
業
、

経
済
の
振
興
ま
た
は
教
育
、
文
化

の
向
上
、
そ
の
ほ
か
公
共
の
福
祉
に

関
し
て
な
ど
、
特
に
宿
毛
市
や
市

民
に
対
し
て
功
績
の
あ
っ
た
個
人

お
よ
び
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
９
月
６
日

（金）
ま
で
に
企
画

課
へ
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
提
出
書

類
や
詳
細
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま

す
。

　
な
お
、
表
彰
者
の
決
定
は
、
被

推
薦
人
を
選
考
委
員
会
で
審
議
の

上
、
行
い
ま
す
。

・
市
政
功
労
者

宿
毛
市
の
産
業
、
経
済
、
教
育
、

文
化
な
ど
の
各
分
野
の
振
興
と

発
展
に
多
大
な
功
績
が
認
め
ら

れ
る
方
な
ど

・
市
政
善
行
者

一
般
市
民
の
模
範
と
な
る
善
行

の
あ
っ
た
方
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
秘
書
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

中
高
年
の
体
力
づ
く
り

　
手
軽
な
運
動
で
、
生
活
習
慣
病

や
メ
タ
ボ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
体

力
を
つ
け
て
お
く
と
、
災
害
が
起

こ
っ
た
時
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日
　
時

　
８
月

２１
日

（水）
　

１０
時
〜

１２
時

場
　
所

　
和
田
体
育
館

参
加
料
　
無
料

指
導
者
　

　
日
本
健
康
運
動
指
導
士
会

　
岡
田
万
菜
実

※
タ
オ
ル
、
上
履
き
、
飲
料
水
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
導
中
の
傷
害
な
ど
に
つ
い
て

は
応
急
手
当
ま
で
と
し
、
主
催

者
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ス
ポ
レ
ク
す
く
も

　
蕁
６
３
―

５
５
５
４

介
護
！
は
じ
め
の
一
歩
セ
ミ
ナ
ー

　
高
齢
化
社
会
が
ま
す
ま
す
進
行

す
る
中
で
、
介
護
人
材
の
需
要
は

ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
幡
多
管
内
で
は
高
齢

化
率
は

３０
％
を
超
え
、
高
齢
者
対

策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
程
　

　
８
月

１８
日

（日）

　
（
受
付
９
時

３０
分
〜
９
時

５０
分
）

・
介
護
職
員
体
験
談

　
１０
時
〜

１０
時

３０
分

・
セ
ミ
ナ
ー
『
と
び
だ
せ
！！
高
知

の
ヘ
ル
プ
マ
ン
』

　
１０
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

講
　
師
　

　
く
さ
か
里
樹
先
生
（
漫
画
家
）

場
　
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

参
加
料
　
無
料

対
象
者

中
高
生
・
福
祉
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方

申
込
締
切
　
８
月

１６
日

（金）

主
　
催

幡
多
福
祉
人
材
バ
ン
ク

高
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

高
知
県

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

５
５
１
４

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材

情
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

　
高
知
県
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
希
望
者
（
県
外
在
住
既
卒
者
）
と

県
内
求
人
企
業
の
双
方
に
、
求
職
・

求
人
の
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
申
込
書
の
郵
送
を
希
望

す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

申
し
込
み
・
登
録
も
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
企
業
就

職
等
支
援
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
１
２
０
―

１
０
３
―

２
４
５

違
反
広
告
物
を
一
斉
撤
去
し
ま
す

　
毎
年
９
月
１
日
か
ら
９
月

１０
日

は
、「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

で
す
。
今
年
は
９
月

１０
日

（火）
に
、

県
内
各
地
で
一
斉
に
違
反
広
告
物

を
除
去
し
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
や
広
告
塔
な
ど
、
屋

外
で
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続

し
て
表
示
さ
れ
る
広
告
物
は
、
情
報

伝
達
の
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

街
に
賑
わ
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
無
秩
序
に
表
示
さ
れ
る

と
、
美
し
い
街
並
み
や
自
然
景
観

が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
落

下
や
飛
散
に
よ
る
危
害
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
県
で
は
、
条
例

に
よ
っ
て
、
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、

広
告
物
が
出
せ
な
い
地
域
や
、
許

可
が
必
要
と
な
る
地
域
を
定
め
て

い
ま
す
。

　
美
し
い
街
並
み
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
屋
外
広
告
の
広
告
主
お
よ
び
広

告
業
者
の
皆
さ
ん
へ
　

広
告
を
出
す
と
き
は
、
土
木
事

務
所
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
県
内
で
屋
外
広

告
物
業
を
営
む
方
は
、
登
録
が

必
要
で
す
。
屋
外
広
告
物
の
適

正
な
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
未
登

録
業
者
に
よ
る
違
反
広
告
物
の

設
置
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
土
木
事
務
所
維
持
管
理
課

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

５
２
２
２
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ご冥福をお祈りします

片島

山奈町山田

山奈町山田

中央5丁目

与市明

山下　　太

岩本　谷平

岩本　房美

長尾　文代

田村　　仁

084

100

099

082

073

（平成25年6月受付分）
住　所 氏　名 享 年

お誕生おめでとう
（平成25年6月受付分）

西町2丁目

高砂

山奈町山田

自由ケ丘

闍木　結衣

瀬戸　風愛

酒谷　将伍

近澤　成彪

健

宏典

幸夫

一憲

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家
族

等
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
掲
載

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

ゆ　いたかぎ

ふうあせ　と

しょうごさかたに

な　つちかざわ

日
曜
大
工
教
室
の
ご
案
内

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校
で

は
、「
日
曜
大
工
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。（
定
員
各

１０
名
）

内
　
容

○
木
造
コ
ー
ス

　
新
聞
ラ
ッ
ク
作
り

○
左
官
コ
ー
ス
　

　
人
造
石
塗
り
付
け
作
業

日
　
時

８
月

２４
日

（土）
　

１０
時
〜

１２
時

（
９
時

３０
分
か
ら
受
付
）

開
催
場
所
　

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校
　

受
講
料
　
無
料

※
傷
害
保
険
料
と
し
て
１
名
に
つ
き

１
７
３
円
が
必
要
で
す
。

※
小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

７
月

２９
日

（月）
〜
８
月

２０
日

（火）

希
望
の
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
性
別
・
生
年
月
日
を

記
入
の
う
え
、
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
電

話
で
も
可
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校

　（
四
万
十
市
具
同
５
１
７
９
）

　
蕁
０
８
８
０
―

３
７
―

２
７
２
３

　
薨
０
８
８
０
―

３
７
―

２
７
２
４

第
６４
回
宿
毛
高
等
学
校
同
窓
会

　
宿
毛
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
お

よ
び
懇
親
会
を
、
開
催
し
ま
す
。

思
い
出
話
や
近
況
を
語
ら
い
な
が

ら
旧
交
を
温
め
、
親
睦
を
深
め
ま

し
ょ
う
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
８
月

１３
日

（火）

総
　
会
　

１７
時

３０
分
〜

懇
親
会
　

１８
時

３０
分
〜

場
　
所
　
秋
沢
ホ
テ
ル

会
　
費

　
１
〜

３９
期
生
　
５
、０
０
０
円

　
４０
期
生
以
降
　
３
、０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

　
蕁
６
３
―

２
１
６
４

平
田
小
学
校
・
三
原
小
学
校

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封

　
中
筋
川
ダ
ム
の
完
成
か
ら

２０
年
間
、

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。

２０
年
前
の

あ
な
た
か
ら
、
現
在
の
あ
な
た
へ

の
手
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月

１４
日

（水）
　

１６
時
〜

場
　
所
　
中
筋
川
ダ
ム

対
象
者
　
平
成
５
年

１１
月
に
平
田
小

学
校
・
三
原
小
学
校
に
在

学
し
て
い
た
方

※
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送
り
ま

す
が
、
転
居
な
ど
の
た
め
お
届
け

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
筋
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所

　
蕁
６
６
―

０
１
４
２

高
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
に
つ

い
て

　
高
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
１
回
の

申
請
に
基
づ
き
選
挙
管
理
委
員
会

が
選
挙
権
を
調
査
し
て
作
成
し
ま

す
。
申
請
が
な
け
れ
ば
名
簿
漏
れ

と
な
り
、
選
挙
が
あ
っ
て
も
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
次
の

資
格
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
登

録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
要
件

１
、１
年
に

９０
日
以
上
漁
船
を
使
用

す
る
漁
業
を
営
む
者
（
漁
業
経
営

者
）、
ま
た
は
こ
の
漁
業
の
水
産

動
植
物
の
採
捕
ま
た
は
養
殖
に

従
事
す
る
者
（
漁
業
従
事
者
）。

２
、平
成

２５
年
９
月
１
日
現
在
で
宿

毛
市
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
者
〈
住
所
要
件
〉
。

３
、平
成

２５
年

１２
月
５
日
現
在
で

２０

歳
以
上
の
者
（
平
成
５
年

１２
月
６

日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
）。〈
年
齢

要
件
〉

●
申
請
期
間

　
９
月
１
日
〜
９
月
５
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
蕁
６
３
―

１
１
１
１

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル（
Ｌ
Ｌ
Ｓ
美
食
ク
ラ
ブ
）

　
自
分
が
作
っ
た
料
理
を
食
べ
て
く

れ
る
人
が
い
る
、
登
録
制
の
料
理
教

室
で
す
。
料
理
を
作
る
人
と
食
べ
る

人
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
ラ
ン
ダ
ム

に
選
出
し
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｌ
Ｌ
Ｓ

美
食
ク
ラ
ブ
の
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
　
時

　
８
月

２３
日

（金）
〜
　

１９
時
〜

２２
時

　
（
毎
月
第
２
・
４
の
木
曜
日
か
金

曜
日
）

場
　
所

中
央
公
民
館
ま
た
は
宿
毛
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
５
０
０
円
／
回

対
象
者

宿
毛
市
在
住
か
勤
務
の

２０
歳
以
上

の
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
Ｌ
Ｌ
Ｓ
美
食
ク
ラ
ブ

　http://llsdc.seesaa.net/
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表3　入院中の食事代標準負担額（1食につき）

表2　一部負担金限度額（69歳以下の方）

表１　一部負担金限度額（70歳以上もしくは後期高齢者医療保険加入の方）

　８０，１００円＋（総医療費－２６７，０００円）×１％

３５，４００円

４４，４００円

２６０円

２１０円９０日までの入院

９０日を超える入院

７０歳以上もしくは後
期高齢者医療保険
加入の方で※区分Ⅰ
に該当する世帯の方

１６０円

１００円

２４，６００円

１５，０００円

１２，０００円

４４，４００円

外　来 外来＋入院

　８，０００円

住民税非課税世帯の方

上位所得者

一　　　般

住民税非課税世帯の方

住民税非課税世帯の方

住民税非課税世帯の方で※区分Ⅰに
該当する世帯の方

８０，１００円＋（総医療費
－２６７，０００円）×１％現役並み所得者

一　　　般

一　　　般

１５０，０００円＋（総医療費－５００，０００円）×１％

※区分Ⅰとは…世帯主および国保の被保険者全員が住民税非課税で、
かつ各所得が必要経費（年金所得は控除額を８０万円として計算）
を差し引いたときに０円となる世帯。

外 来 ＋ 入 院外　来

８０，１００円＋（総医療費
－２６７，０００円）×１％

４４，４００円

４４，４００円

１２，０００円

　８，０００円
２４，６００円

１５，０００円

住民税非課税世帯の方

住民税非課税世帯の方で※区分Ⅰに
該当する世帯の方�

現役並み所得者

一　　　般

一
部
負
担
金
限
度
額
認
定
証
と
入

院
時
の
食
事
代
減
額
認
定
証
に
つ

い
て

　●
一
部
負
担
金（
７０
歳
以
上
の
方
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
限
度
額

認
定
証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、窓
口

で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。（
表
1
）

●
一
部
負
担
金（
６９
歳
以
下
の
方
）

　
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
表
2
）

●
入
院
中
の
食
事
代

　
入
院
中
の
食
事
代
は
、
医
療
費

と
は
別
に
１
食
２
６
０
円
必
要
で

す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。（
表
3
）

※
減
額
認
定
証
を
提
示
せ
ず
に
、

病
院
の
窓
口
で
食
事
代
を
支
払

っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
食

事
代
の
差
額
は
お
返
し
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
一
部
負
担
金
の
計
算
は
、
月
の

初
日
（
１
日
）
か
ら
末
日
ま
で
を

１
カ
月
と
し
て
い
ま
す
。

認
定
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

　
各
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

３１
日
ま
で
で
す
。
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
方
は
、
更
新
、
新
規
と

も
申
請
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き

減
額
認
定
を
受
け
る
場
合
に
は
８

月
中
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
手
続
は
、
市
民
課
保

険
係
と
各
支
所
で
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

２５
年
７
月

３１
日
有
効
期
限
の
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続
き

住
民
課
非
課
税
世
帯
の
場
合
に
は

保
険
証
と
と
も
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
更
新
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

蘆
９０
日
を
超
え
る
医
療
病
棟
へ
の

入
院
期
間
の
分
か
る
領
収
書
、

入
院
証
明
書
な
ど
（
減
額
認
定

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

平
成

２４
年
８
月
〜
平
成

２５
年
７

月
の
入
院
日
数
が

９０
日
を
超
え

た
方
の
み
）

蘆
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

　
者
証（

７０
歳
以
上
の
方
の
み
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
保
険
係

　
蕁
６
３
｜

１
１
１
２

手
続
き
に
必
要
な
も
の

蘆
医
療
保
険
証

蘆
印
鑑

蘆
減
額
認
定
証

　（
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

蘆
限
度
額
認
定
証

　（
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ま
た
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
へ



⑧

住警器消太

取
り
付
け
よ
う

火
災
警
報
器
！

簡単 一度の手続でＯＫ
手数料もかかりません

安心 自動引き落としで納め
忘れの心配がありません

便利 金融機関等に行く手間と
時間が省けます

お得 早割・前納を利用して
お得な割引

最
新
鋭
！

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
導
入
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

　
こ
れ
ま
で
宿
毛
消
防
署
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
一
台
所
有

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
消
火

泡
圧
縮
吐
出
装
置
（
泡
消
火
シ
ス
テ

ム
）
を
装
備
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
大
地
震
な
ど
の
災
害
発
生
後
は
、

消
火
栓
、
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防

水
利
の
損
傷
、
破
損
が
予
測
さ
れ
、

従
来
の
ポ
ン
プ
自
動
車
で
は
震
災

に
よ
る
火
災
に
対
し
て
対
応
に
苦

慮
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
泡
消
火
シ
ス
テ
ム
は
、
水
利
の

な
い
場
所
で
も
、
建
物
火
災
は
も

ち
ろ
ん
、
車
両
火
災
な
ど
の
油
火

災
で
も
迅
速
に
対
応
が
で
き
、
力

を
発
揮
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
　

　
ま
た
、
燃
焼
物
に
泡
が
留
ま
り
、

水
消
火
よ
り
も
高
い
冷
却
効
果
や

窒
息
効
果
が
得
ら
れ
、
建
物
火
災

消
火
活
動
時
の
水
に
よ
る
損
害
も

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
の
事
故
に
気
を
つ
け
よ
う

　
夏
に
な
り
、
花
火
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

●
子
ど
も
だ
け
で
さ
せ
ず
に
、

大
人
が
火
の
取
り
扱
い
、
後
始

末
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
酒
を
飲
ん
だ
後
の
、
川
遊

び
、
海
水
浴
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
適
度
な
水
分
補
給
を
し
、
熱
中

症
や
脱
水
症
状
に
気
を
つ
け
て
、

元
気
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　「忙しくて…」、「つい、うっかり…」といった
理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取
る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられなく
なったりします。
　また、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎
年金が受けられなくなる場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安
心、確実な口座振替をおすすめします。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手
帳、通帳、金融機関届出印を持参の上、市役所年
金係または幡多年金事務所へお申し出ください。

国民年金保険料の納付は、

「口座振替」が便利でお得です！

オト
ク

ベン
リ ア

ン
シ
ン

【問い合わせ先】
　市民課年金係
　蕁６３－１１１２
　幡多年金事務所
　蕁０８８０－３４－１６１６

今
月
の
年
金
相
談

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
 

時

　
８
月

２０
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

 
場
所
…
宿
毛
市
役
所

 
受
付
…
市
民
課
年
金
係

 
受
付
時
間
…
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

カン
タン

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
O
N
の
ま
ま



やなせたかし
みそしるちゃん

や
な
せ
た
か
し
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ま
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すくも酒造賞お米（約10kg） 特産品セット30本
4等

70本 5本
5等 土佐藩

 （すくも酒造提供）

◆JTB旅行券 
20万円

1，000円

景
品
当
選
率

最
低
で
も 22

1

今年も協賛券は2度オイシイ！

はずれ券福引抽選会

約

販売枚数限定!!

日時／平成25年10月27日跣 13：00～17：00　場所／宿毛商工会議所

商品券が
当たる

3千円相当の

景品付
豪華景品が

当たる

10月12日～14日
踞 跼

協賛券販売してます!!
あなたの協力でまつりが開催できます。

1枚

2013

※写真は全てイメージです。実際の商品とは異なる場合がございます。

特等
1本

1本
1等

6本（各1本）

2等

8本（各2本）

3等

【主な販売所】

【抽選日】平成25年10月13日跣　 【抽選場所】親水公園（イベント会場）

一般社団法人 宿毛市観光協会（サニーサイドパーク及び宿毛駅内）
宿毛市商工観光課／宿毛商工会議所など

◆デジタルビデオカメラ
◆テレビ〔32型〕◆ダイソン掃除機 ◆食洗機
◆空気清浄機 ◆BOSE ミュージックシステム
◆フィリップス ノンフライヤ

◆3DS ◆ふとん専用クリーナー
◆コーヒーメーカー ◆ティファール調理器

はずれ券1枚で
抽選が1回できます。

朝ごはんの内容を充実させましょう
～昔から飲まれているみそ汁を飲もう！～

学校給食センターでは、基本的な生活習慣の確立のため
に8年前から宿毛市内小学校5年生（8校150名）・中学校
2年生（5校168名）を対象に食生活調査を実施しています。

　目標　…　①朝食を毎日必ず食べる子どもを増やす
　　　　　②朝ごはんの内容を充実させる

みそ汁を食べている人は、野菜の摂取も含めてバランス
の良い食事内容となっていました。

みそ汁をプラスした
朝ごはんにしよう！

みそ汁の良いところ

＜朝食にみそ汁を食べた人の割合＞

小学生　３３人／１３０人中（２５％）
　　　　・ごはん　＋　みそ汁　２８人
　　　　・パ　ン　＋　みそ汁� ３人
　　　　・その他　� １人

中学生　５１人／１５７人中（３２．５％）
　　　　・ごはん　＋　みそ汁�５１人

≪材料（2人分）≫
蘆めじか削り節　――�５ｇ
蘆ねぎ　――――――�少々
蘆みそ　――――――�２４ｇ
蘆湯　　――――――�３００襁

≪つくりかた≫
①ねぎは、小口切りにします。
②しるわんに、ねぎ、めじか削り節、みそを入れます。
③湯を注ぎ、みそをはしでまぜてとかします。

食欲を増やす

体が温まり、内臓が活発に
なるので、食欲が増えます。

家庭の味を引きつぐ

親子一緒に料理することで、家庭
の味を引きつぐことができます。

足りない栄養素を補う

ビタミンやミネラルなど主食、主
菜で不足する栄養素を補います。

カリウム

ビタミン
Ｃ・Ｅ

カルシウム

食物せんい

めじかの簡単みそ汁めじかの簡単みそ汁めじかの簡単みそ汁

ポットのお湯で
パパッと作れるよ！

参
加
者
・
参
加
チ
ー
ム
募
集

・
こ
ん
ぴ
ら
男

メ
イ
ン
会
場
か
ら
コ
ー
ス
に
沿

っ
て
金
刀
比
羅
宮
に
一
番
早
く

到
着
し
た
人
が
「
こ
ん
ぴ
ら
男
」

に
な
り
ま
す
。

・
舞
踊
パ
レ
ー
ド

参
加
人
数
１
団
体
３０
人
以
上

（
参
加
団
体
へ
の
助
成
あ
り
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
（社）
宿
毛
青
年
会
議
所
内
）

　
蕁
６
３
―

３
４
８
４

　
（
平
日
１０
時
〜
１５
時
）

主
な
内
容

１０
月
１２
日
（土）

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
・

エ
ギ
ン
グ
大
会
・
歌
謡
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

１３
日
（日）
こ
ん
ぴ
ら
男
・
舞
踊
パ
レ
ー
ド
・

花
火
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
各
種
イ
ベ

ン
ト

１４
日
（月）
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

メ
イ
ン
会
場
　
松
田
川
親
水
公
園

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
次
第

随
時
掲
載
し
ま
す
。

市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
2
0
1
3
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六
月
定
例
会
日
程

６
月
�１０
日
（
月
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

１１
日
（
火
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１２
日
（
水
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１３
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１４
日
（
金
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１５
日
（
土
）
休
　
会

�

１６
日
（
日
）
休
　
会

�

１７
日
（
月
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１８
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

１９
日
（
水
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

２０
日
（
木
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

２１
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

２２
日
（
土
）
休
　
会

�

２３
日
（
日
）
休
　
会

�

２４
日
（
月
）
休
　
会

�

２５
日
（
火
）
休
　
会�

委
員
会
審
査�

�

２６
日
（
水
）
休
　
会

�

２７
日
（
木
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

　
議
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
「
核
兵

器
全
面
禁
止
の
決
断
と
行
動
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
が
審

議
さ
れ
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
六
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
五

億
五
、
六
一
三
万
六
千
円
が
増
額
補

正
さ
れ
、
累
計
で
一
〇
六
億
八
、
五

四
四
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
南
海
地
震
対
策
整
備
工
事
費

　
（
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
）

…
…
…
…
…
…
四
、
〇
〇
〇
万
円

○
宿
毛
市
防
災
対
策
加
速
化
基
金
積

　
立
金
…
…
…
…
一
、
八
三
六
万
円

○
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

貼
付
工
事
（
保
育
園
）

…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
六
万
円

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
ニ
ー
ズ
調
査
業
務
委
託
料

…
…
…
…
…
…
…
…
二
一
七
万
円

○
中
央
線
無
電
柱
化
整
備
工
事
費

…
…
…
…
…
…
三
、
六
五
一
万
円

○
土
居
の
後
線
道
路
施
設
整
備
工

事
費

…
…
…
…
…
…
五
、
〇
〇
一
万
円

○
耐
震
補
強
工
事
費
（
山
奈
小
・

東
中
）

…
…
…
…
…
…
八
、
七
二
九
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

専
決
処
分
議
案
一
件
、「
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

な
ど
人
事
議
案
五
件
、「
平
成
二
十

五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な

ど
予
算
議
案
五
件
、「
宿
毛
市
職
員

の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例

議
案
六
件
の
合
計
十
七
議
案
で
、

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
・
同
意
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
野
々
下
議

員
ほ
か
六
名
か
ら
、「
宿
毛
市
議
会

の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
が
提
出

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
七
日
、
十
八
日
に
は
市
政
に

対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
七
人

の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
十
九
日
に
は
議
案
に
対
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
十
日
に
開
会
し
、

十
八
日
間
の
会
期
で
六
月
二
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第69号



⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号
〜

　
第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号
〜

　
第
25
号

第
26
号

第
27
号

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
）

及
び
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

宿
毛
市
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

～

◎
宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
昨
年
度
一
般
職
員
の
退
職
手
当

の
金
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
退
職

金
を
減
額
す
る
こ
と
と
し
、
退
職

手
当
の
計
算
方
法
を
、
市
長
は
「
一

〇
〇
分
の
四
九
〇
」
か
ら
「
一
〇

〇
分
の
四
一
〇
」
に
、
副
市
長
は
「
一

〇
〇
分
の
三
三
〇
」
を
「
一
〇
〇

分
の
二
七
五
」
に
、
教
育
長
は
「
一

〇
〇
分
の
二
五
〇
」
を
「
一
〇
〇

分
の
二
一
〇
」
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更

す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
国
家
公
務
員
の
給
与
は
、
東
日

本
大
震
災
の
復
旧
費
用
を
捻
出
す

る
た
め
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年

四
月
か
ら
二
年
間
、
平
均
七
・
八

％
引
き
下
げ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
五
年
度
は
、
震
災
対

策
の
費
用
の
捻
出
と
し
て
、
地
方

公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
、
国

並
み
に
削
減
す
る
よ
う
国
か
ら
自

治
体
に
要
請
が
あ
り
、
併
せ
て
地

方
交
付
税
も
平
成
二
十
五
年
七
月

か
ら
国
家
公
務
員
と
同
様
の
給
与

削
減
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
算

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
南
海
地
震
対
策
事

業
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

給
与
費
の
財
源
も
削
減
さ
れ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
給
与
の
削
減
を
実

施
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
、

平
成
二
十
五
年
七
月
か
ら
平
成
二

十
六
年
三
月
ま
で
の
間
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
は
、
給
料
月
額

を
六
・
四
％
削
減
し
、
職
員
の
給

料
月
額
は
、
二
級
以
下
の
職
員
に

つ
い
て
は
一
・
四
％
、
三
級
以
上

の
職
員
に
つ
い
て
は
、
四
・
四
％

の
削
減
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
宿
毛
市
職
員
の
給
与
削
減
を
踏

ま
え
、
議
会
と
し
て
も
本
市
財
政

に
少
し
で
も
寄
与
す
べ
く
、
平
成

二
十
五
年
七
月
か
ら
平
成
二
十
六

年
三
月
ま
で
の
間
、
議
長
ほ
か
の

議
員
報
酬
月
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
、

〇
〇
〇
円
減
額
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止

の
た
め
の
決
断
と
行
動
を
求
め

る
意
見
書

　
二
〇
一
〇
年
五
月
の
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
は
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安

全
を
達
成
す
る
」
こ
と
に
合
意
し
、

「
す
べ
て
の
国
家
は
核
兵
器
の
な
い

世
界
を
達
成
し
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
枠
組
み
を
築
く
特
別
な
努

力
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調

し
た
。
次
回
二
〇
一
五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
を
前
に
、
今
、
世
界

の
す
べ
て
の
国
の
政
府
と
市
民
社

会
に
は
、
こ
の
目
標
を
現
実
に
変

え
る
た
め
に
協
力
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
三
年
に
な

る
今
も
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

を
達
成
す
る
道
筋
は
、
な
お
見
え

て
い
な
い
。
米
ロ
間
の
合
意
を
含

め
、
一
定
数
の
核
兵
器
が
削
減
さ

れ
た
と
は
い
え
、
世
界
に
は
、
な

お
一
万
九
千
発
の
核
兵
器
が
貯
蔵
、

配
備
さ
れ
、
他
方
で
は
朝
鮮
半
島
を

め
ぐ
る
現
在
の
緊
張
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
新
た
な
核
開
発
の
動
き
が

続
い
て
い
る
。
意
図
的
で
あ
れ
、
偶

発
的
な
も
の
で
あ
れ
、
核
兵
器
が
使

わ
れ
る
危
険
は
、
現
実
に
存
在
し
て

い
る
。

　
こ
の
状
況
を
打
開
し
核
兵
器
を
な

く
す
た
め
に
は
、
国
際
社
会
が
一
致

し
て
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
す

る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
国
際
司
法

裁
判
所
も
断
じ
た
よ
う
に
、
核
兵
器

の
使
用
は
「
国
際
人
道
法
の
原
則
と

規
則
」
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
世

界
で
唯
一
、
国
民
が
核
の
惨
禍
を
体

験
し
た
日
本
に
は
、
核
兵
器
の
非
人

道
性
を
訴
え
、
全
面
禁
止
を
主
張
す

る
道
義
的
根
拠
と
重
い
責
任
が
あ

る
。

 
今
、
核
兵
器
を
持
つ
わ
ず
か
な
数

の
国
が
決
断
す
れ
ば
、
核
兵
器
全
面

禁
止
の
必
要
性
を
一
致
し
て
確
認
で

き
、
そ
の
う
え
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
を
開
始
で
き
る
条
件
が
生

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
決
断
と
行
動

を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
、
第
二
、
第

三
の
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
に
つ

な
が
る
危
険
を
放
置
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
を

め
ぐ
っ
て
軍
事
的
緊
張
が
高
ま
っ

て
い
る
な
か
で
、
国
際
紛
争
の
解

決
手
段
と
し
て
の
武
力
行
使
と
威

嚇
を
憲
法
で
放
棄
し
た
日
本
が
、

核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
の
非
核

化
、
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和

と
安
全
を
促
進
す
る
う
え
で
も
、
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
二
〇
一

五
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
か

っ
て
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
行

動
が
直
ち
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
、

第
三
回
準
備
委
員
会
を
は
じ
め
、

核
軍
縮
・
廃
絶
と
安
全
保
障
に
関

わ
る
諸
機
関
で
、
日
本
政
府
が
目

標
を
分
か
ち
合
う
多
く
の
国
々
と

協
力
し
、
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約

の
必
要
性
と
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
行
動
を
提
起
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す

る
。

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

条
　
　
例
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A
　
は
た
博
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

を
控
え
る
今
、
本
市
の
文
化
財
を

観
光
に
活
か
せ
な
い
か
、
市
長
の

考
え
を
問
う
。

B
　
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

宣
伝
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

宿
毛
領
主
で
あ
っ
た
山
内
家
や
野

中
兼
山
に
か
か
わ
る
史
跡
コ
ー
ス

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
十
一
月
に
は
芳
奈
の
運
動
公
園

に
お
い
て
、
産
業
祭
と
四
国
Ｂ
級

グ
ル
メ
フ
ェ
ス
タ
の
同
時
開
催
が

あ
り
、
宿
毛
の
文
化
財
、
歴
史
に

関
す
る
ブ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
な
い

か
検
討
中
で
あ
る
。

A
　
災
害
発
生
時
に
お
け
る
文
化

財
の
保
護
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

B
　
現
在
、
県
が
中
心
と
な
り
文

化
財
の
現
状
調
査
を
行
い
、
適
切

な
対
策
方
針
を
提
案
す
る
作
業
を

進
め
て
い
る
が
、
本
市
で
も
、
従

来
か
ら
文
化
財
を
定
期
的
に
巡
検

し
、
劣
化
や
破
壊
状
況
、
所
有
者

の
要
望
に
あ
わ
せ
て
管
理
、
支
援

に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
は
高
知
県
と
連
携
を
密
に

し
て
、
適
宜
、
市
指
定
の
文
化
財

に
も
波
及
さ
せ
な
が
ら
、
防
災
の

促
進
を
支
援
し
た
い
。

A
　
現
在
、
ニ
ー
ト
六
二
万
人
、
引

き
こ
も
り
八
〇
万
人
が
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
原
因
の
一
つ
に
は
学
業
の

つ
ま
ず
き
、
い
じ
め
な
ど
が
あ
る

と
思
う
が
、
学
校
の
谷
間
に
子
ど

も
達
が
沈
み
込
ま
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
学
力
・
生
き
る
力
を
つ

け
、
子
ど
も
達
を
送
り
出
す
た
め

の
取
り
組
み
と
ニ
ー
ト
、
引
き
こ

も
り
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
市
内
に
お
け
る
ニ
ー
ト
、
引

き
こ
も
り
と
呼
ば
れ
る
方
々
の
実

態
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
い
じ

め
、
不
登
校
な
ど
を
な
く
し
、
学

力
や
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
高
知
県
で
は
学
力
向
上
、

基
本
生
活
習
慣
の
確
立
、
社
会
性

の
育
成
の
三
本
柱
を
立
て
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。
こ

れ
は
児
童
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
の

勤
労
観
や
職
業
観
を
育
て
る
教
育

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト
と
な
っ

た
方
に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
か
ら
将
来
の

志
を
も
っ
た
子
ど
も
達
を
育
て
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
学
校
と
家
庭
、
地

域
が
連
携
し
、
子
ど
も
達
の
可
能

性
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進
に
取
り

組
む
。

A
　
全
国
的
に
若
者
が
社
会
的
弱

者
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
複

雑
多
様
な
生
活
困
難
を
克
服
で
き

な
い
家
庭
が
増
加
し
て
い
る
。
本
市

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
現
在
、
電
話
に
よ
る
相
談
や

悩
み
を
受
け
て
具
体
的
な
問
題
解

決
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
「
寄
り

添
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
が
開
設
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
は
包
括
的
な

相
談
窓
口
は
設
け
て
い
な
い
が
、

関
係
団
体
、
所
管
課
が
連
携
し
て

対
応
し
て
い
る
。
な
お
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
の
整
備
に
伴
い
、

平
成
二
十
七
年
度
よ
り
本
市
に
お

い
て
も
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

A
　
障
が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す

　
六
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
七
日
及
び
十
八
日
の

二
日
間
に
七
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

障
が
い
者
の
雇
用
対
策

に
つ
い
て

困
難
を
抱
え
る
方
へ
の

支
援
対
策
に
つ
い
て

宿
毛
市
の
文
化
財

に
つ
い
て
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B
　
新
た
な
展
開
の
経
過
を
見
な

が
ら
、
関
係
各
所
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　

A
　
こ
の
際
「
間
寛
平
マ
ラ
ソ
ン
」

に
変
更
す
る
こ
と
で
、
大
会
の
知

名
度
も
上
が
り
参
加
者
の
増
加
に

繋
が
る
と
考
え
る
。

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
市
民
総
参
加

の
大
会
と
し
て
継
続
す
べ
き
で
な

い
か
。

B
　
今
ま
で
の
大
会
開
催
の
経
験

を
活
か
し
、
間
寛
平
さ
ん
か
ら
の

提
案
も
い
た
だ
き
な
が
ら
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
の
認
識
で
、
市
民
総

参
加
の
競
技
大
会
を
実
施
し
た
い
。

そ
の
場
合
市
民
か
ら
も
継
続
を
求

め
る
強
い
意
見
が
あ
る
の
で
マ
ラ

ソ
ン
大
会
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
。

A
　
三
月
議
会
で
、「
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
全
体
計
画
・
都
市
計
画

事
業
の
見
直
し
を
す
る
」
と
の
発

言
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
見
直
し
、

ど
の
よ
う
な
開
発
計
画
を
考
え
て

い
る
の
か
問
う
。

B
　「
全
体
計
画
・
都
市
計
画
事
業

の
見
直
し
」
と
は
、
宿
毛
市
全
域

に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
内
の
都

市
施
設
の
見
直
し
の
こ
と
で
あ
り
、

大
島
桜
公
園
事
業
と
大
島
公
園
を

個
別
に
整
備
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
都
市
計
画
法
で
決
定
さ
れ
た
公

園
と
し
て
大
島
地
区
の
公
園
整
備

を
含
む
市
内
全
体
の
整
備
計
画
策

定
作
業
の
中
で
、
大
島
公
園
に
お

い
て
は
遊
歩
道
や
街
灯
な
ど
の
整

備
等
、
具
体
的
に
計
画
策
定
を
し

て
い
く
。

A
　
最
近
に
な
っ
て
、
胃
が
ん
の

原
因
は
九
五
％
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
が

原
因
で
起
こ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
採
血
に
よ
る
血
液
検
査
に
よ
り
、

胃
の
中
の
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
と
胃
の

粘
膜
の
萎
縮
を
調
べ
、
胃
が
ん
の
発

症
リ
ス
ク
（
危
険
）
の
度
合
い
に
応

じ
て
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
分
類
し
・
判
定

す
る
検
診
方
法
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
問
う
。

B
　
本
市
で
は
、
が
ん
の
予
防
及

び
早
期
発
見
の
重
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。
御
案
内
い
た
だ
い
た
ピ
ロ
リ

菌
検
査
や
、
そ
の
受
検
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
所
で
そ
の

研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
有

効
性
に
つ
い
て
も
国
の
研
究
活
動
の

中
で
、確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

 
本
市
と
し
て
は
、
そ
の
情
報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
研
究
結
果
を

踏
ま
え
国
が
新
た
な
指
針
を
示
し
た

際
に
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
適
切
に
対

応
し
た
い
。

A
　
五
月
に
示
さ
れ
た
被
害
想
定
で

は
、本
市
の
市
街
地
の
殆
ど
が
二
メ
ー

ト
ル
を
超
え
て
沈
降
し
、
五
、七
〇
〇

る
た
め
に
障
害
者
雇
用
促
進
法
が

あ
る
。

　
高
知
県
で
は
、
こ
の
法
律
の
趣

旨
に
基
づ
い
て
、
身
体
障
が
い
者

の
雇
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
職
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
、

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
採

用
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
宿
毛

市
と
し
て
こ
う
し
た
制
度
を
採
用

す
る
考
え
は
な
い
か
。

B
　
公
的
機
関
が
率
先
し
て
、
障

が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
本
庁
舎
内
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
現
状
で
は
整
わ
ず
、
こ
れ

ま
で
身
体
障
が
い
者
枠
で
の
採
用

試
験
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
介

護
人
な
し
で
通
常
事
務
の
遂
行
が

可
能
な
方
で
あ
れ
ば
、
障
が
い
者

の
方
で
も
受
験
は
可
能
な
の
で
、

是
非
と
も
優
秀
な
方
の
受
験
を
お

待
ち
し
て
い
る
。

A
　
「
第
五
回
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
」

の
開
会
式
に
お
け
る
「
間
寛
平
」
氏

の
挨
拶
の
中
で
言
わ
れ
た
「
市
長
、

ど
う
し
て
今
年
で
や
め
る
ん
で
す
か
、

市
長
、
市
長
」
と
沖
本
市
長
に
何

度
も
何
度
も
激
し
く
迫
る
挨
拶
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
ま
さ
に

宿
毛
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

　
五
回
の
大
会
を
振
り
返
り
、
こ

の
大
会
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
。

B
　
経
済
効
果
や
子
供
た
ち
の
教

育
面
で
も
成
果
は
あ
っ
た
。
ま
た
、

市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
す
る
中
で
、
選
手
と
の
触
れ
合

い
や
ラ
ン
ナ
ー
と
の
交
流
を
含
め
て
、

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
地

域
活
性
化
、
地
域
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
に
、
非
常
に
大
き
な
根
拠

と
な
る
大
事
な
教
訓
を
得
た
。

A
　
実
行
委
員
会
は
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
存
続
な
り
、
大
会
の
是
非

に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
最
終
的
に
は
、
市
長
の
考

え
が
優
先
す
る
の
で
は
な
い
か
所

見
を
問
う
。

B
　
大
会
の
実
施
に
つ
い
て
の
最

終
判
断
は
市
長
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
大
会
の
継
続
は
困
難

で
あ
る
と
の
実
行
委
員
会
の
意
向

は
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
る
。

A
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
街

づ
く
り
を
推
進
す
る
為
、
ま
た
事

務
局
体
制
を
強
化
す
る
う
え
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
を
創
設
す
る
考
え

は
な
い
か
。

花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て

胃
が
ん
リ
ス
ク
健
診
と
、

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
被
害
想
定
に
対
す
る

本
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

大
島
桜
公
園
の
開
発

に
つ
い
て
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棟
の
建
物
が
倒
壊
し
二
、六
〇
〇
人

の
死
者
が
出
て
、一
日
目
に
一
四
、〇

〇
〇
人
の
方
が
避
難
者
と
な
る
と

い
う
衝
撃
的
な
数
字
が
発
表
に
な

っ
た
。

　
本
市
の
災
害
時
の
避
難
計
画
は
、

現
在
、
自
主
防
災
組
織
へ
丸
投
げ

と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
生
命
財

産
を
預
か
る
行
政
と
し
て
の
、「
地

域
避
難
計
画
、
地
域
防
災
計
画
」

が
い
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。
他

市
町
村
で
は
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み

が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
本
市
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
問
う
。

B
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
新

想
定
を
受
け
て
、
大
幅
な
見
直
し

と
な
っ
た
事
に
よ
り
、
現
在
資
料

収
集
や
事
項
確
認
な
ど
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
県
の
地
域
防
災
計
画

な
ど
と
整
合
性
も
と
り
な
が
ら
「
地

域
防
災
計
画
・
津
波
避
難
計
画
」

共
に
本
年
秋
ご
ろ
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　
新
た
な
想
定
に
基
づ
く
避
難
ビ

ル
の
指
定
に
つ
い
て
も
再
検
討
し

て
お
り
、
避
難
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
様
々
な
ケ
ー
ス
を
想
定
す

る
中
で
、
建
設
の
是
非
を
検
討
し

た
い
。

A
　
宿
毛
市
立
保
育
園
の
統
廃
合

計
画
は
、
小
学
校
の
再
編
計
画
に

合
せ
て
、一
小
学
校
区
に
一
保
育
園

を
基
本
に
保
育
園
の
統
廃
合
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

将
来
的
に
宿
毛
市
全
体
と
し
て
、

保
育
園
は
何
園
に
な
る
と
い
う
計

画
を
た
て
な
い
と
い
け
な
い
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

B
　
一
小
学
校
区
に
一
保
育
園
と

い
う
行
政
方
針
の
も
と
、
将
来
的

な
小
学
校
区
と
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
現
時
点
で
何
園
必
要
で
あ
る

と
い
う
、
具
体
的
な
保
育
園
数
を

答
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
将
来

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
事
業

等
も
分
析
、
考
慮
す
る
中
で
、
小

学
校
の
再
編
計
画
と
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
二
ノ
宮
保
育
園
と
す
み
れ
保

育
園
の
統
合
に
つ
い
て
、
現
在
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

る
の
か
問
う
。

B
　
す
み
れ
保
育
園
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
と
、
平
成
二
十
四
年
度
に

二
回
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
中
で
、
将
来
的
に
は
、
統
合

も
や
む
を
得
な
い
が
、
二
ノ
宮
保

育
園
が
津
波
浸
水
域
に
あ
る
こ
と
、

小
学
校
の
移
転
場
所
が
決
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
、
宿
毛
小
学
校
、
松

田
川
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
ま

た
二
ノ
宮
保
育
園
の
統
廃
合
も
出

て
く
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
直
ち
に
二
ノ
宮

保
育
園
と
の
統
合
は
難
し
い
と
の

意
見
を
頂
い
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
高
台
移
転
ま
で
は

現
施
設
の
耐
震
化
を
要
望
す
る
声

が
強
く
、
統
廃
合
に
踏
み
切
る
ま

で
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

A
　
私
立
保
育
園
で
あ
る
宿
毛
保

育
園
、
大
島
保
育
園
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
公
設
、
民
設
関
係
な
く
、
津

波
浸
水
域
に
立
地
す
る
保
育
園
に

つ
い
て
は
、
保
育
園
児
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
は
、
高
台
に
あ
る

こ
と
の
ほ
う
が
、
津
波
等
の
リ
ス

ク
か
ら
高
い
安
全
性
が
確
保
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
台
移
転
の

た
め
の
用
地
や
、
財
源
の
確
保
等
、

解
決
す
べ
き
課
題
は
大
き
い
と
考

え
て
い
る
。

A
　
よ
く
市
長
の
答
弁
の
中
で
、

私
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
法
人
が
運
営
す
る
保
育
園
で

あ
り
、
法
人
で
基
本
的
な
方
針
を

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
お
聞
き

す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
二
園
が

基
本
方
針
を
立
て
て
き
た
後
の
市

側
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
基
本
方
針
の
趣
旨
と
し
て
は
、

保
育
園
の
運
営
を
、
将
来
に
わ
た
り
、

安
定
し
て
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
経
営
的
な
戦
略
に
つ
な
げ

て
い
く
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
今

後
の
園
舎
の
耐
震
化
や
高
台
移
転

に
向
け
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
構
想
を
持
ち
、
保
育
園
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
等
々
、
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
あ

る
。

　
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

経
営
努
力
が
な
さ
れ
た
結
果
、
行
政

と
の
連
携
が
図
ら
れ
、
種
々
の
対
応

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

A
　
市
長
は
公
約
で
「
市
民
の
目

線
に
立
ち
、
説
明
責
任
を
果
た
す
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
向
に
公

約
に
基
づ
く
行
政
執
行
が
さ
れ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。

　
宿
毛
小
学
校
建
設
で
は
保
護
者
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
に
反
す
る
関
連
予
算

を
三
月
議
会
に
提
出
。
ま
た
、
宿
毛

湾
港
へ
の
海
上
自
衛
隊
基
地
誘
致

は
、
三
月
議
会
で
「
市
民
総
意
の
方

向
で
進
め
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
四

月
早
々
に
防
衛
省
へ
誘
致
要
請
。
さ

ら
に
「
す
く
も
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
」

も
中
止
決
定
し
、
多
く
の
市
民
の
批

判
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
で
説
明
責

任
を
果
た
し
た
と
い
え
る
の
か
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て
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A
　
六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
認

定
者
は
、
市
町
村
長
か
ら
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
発
行

を
受
け
れ
ば
、
税
法
上
の
「
障
害
者

控
除
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

全
国
的
に
要
介
護
一
〜
三
の
人
は
「
普

通
障
害
者
」
、
介
護
度
四
〜
五
の
人

は
「
特
別
障
害
者
」
と
認
定
さ
れ
て

い
る
が
、
宿
毛
市
は
市
民
の
合
法
的

減
額
を
ど
う
支
援
し
て
い
る
か
。

B
　
宿
毛
市
の
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
発
行
状
況
は
平
成

二
十
年
一
月
か
ら
発
行
し
て
お
り
、

普
通
障
害
が
一
六
件
、
特
別
障
害

が
八
九
件
で
あ
る
。

　
市
民
へ
の
制
度
周
知
に
つ
い
て
、

今
後
は
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
要
介

護
認
定
通
知
を
送
る
際
に
説
明
文

書
を
同
封
す
る
な
ど
、
広
く
制
度

の
周
知
を
図
る
。

A
　
新
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は

今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
一
度
に
多
く
の
職

員
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、一
定

数
を
継
続
的
に
採
用
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
年
齢
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
来
年
度
の
採
用
予
定
人
数
に

つ
い
て
、
正
規
職
員
を
必
要
と
す

る
職
場
に
職
員
配
置
が
で
き
て
い

な
い
た
め
、
今
後
、
勧
奨
退
職
予

定
者
の
人
数
を
考
慮
す
る
中
で
、

適
正
配
置
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
職
員
採
用
を
行
い
た

い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
、
行
革
の

実
施
に
基
づ
い
て
、
退
職
者
の
二

分
の
一
補
充
を
原
則
に
実
施
し
て

き
た
経
過
が
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
す
べ
て
を
正
規
採
用
で
適
正
配

置
に
勤
め
て
行
き
た
い
。

A
　
今
年
度
の
人
事
異
動
は
、
課

に
よ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員

が
異
動
し
て
い
る
が
、
事
業
の
停

滞
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
毎
年
異
動
し
て
い
る
職

員
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
仕
事
の

で
き
る
体
制
を
と
る
の
に
は
最
低

で
も
二
・
三
年
の
期
間
を
お
い
て

異
動
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
は
な

い
か
。

B
　
過
去
に
在
籍
し
て
い
た
職
員

や
、
こ
れ
ま
で
の
職
員
の
職
務
遂
行

能
力
等
を
十
分
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
し
て
お
り
、
業
務
の
停
滞

は
起
こ
っ
て
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
市
長

の
専
権
事
項
で
あ
り
、
状
況
に
応
じ

な
が
ら
適
切
に
行
っ
て
お
り
、
そ
れ

な
り
の
職
員
と
市
長
と
の
関
係
の
中

で
、
明
確
な
根
拠
が
あ
っ
て
、
自
信

を
持
っ
て
異
動
を
行
っ
て
い
る
。

A
　
保
育
園
の
異
動
で
、
小
さ
な

園
で
は
職
員
全
員
が
異
動
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
子
供
た
ち
の
心

の
動
揺
や
、
保
育
の
継
続
性
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

B
　
異
動
に
際
し
て
は
、
前
任
者

か
ら
の
引
継
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
、
保
育

を
し
て
い
く
中
で
の
課
題
や
、
問
題

点
等
に
つ
い
て
は
、
経
験
豊
富
な
ベ

テ
ラ
ン
の
保
育
士
か
ら
の
助
言
や
園

内
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
で
き

る
だ
け
子
供
た
ち
が
不
安
に
思
う
こ

と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
各
園
で
の
内
容
を
き
ち

っ
と
突
き
詰
め
れ
ば
、
そ
の
職
員
に

問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
捉
え
方
自
体

が
私
は
考
え
方
の
一
つ
だ
。

B
　
宿
毛
小
学
校
建
設
は
一
番
の

当
事
者
、
保
護
者
会
と
の
意
見
交

換
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
議
会

の
決
議
も
重
く
受
け
止
め
る
。

　
海
上
自
衛
隊
基
地
誘
致
は
時
間

的
制
約
も
あ
る
中
で
、
取
り
急
ぎ

市
内
各
団
体
の
代
表
者
と
意
見
交

換
を
し
、
市
民
の
総
意
と
考
え
、
要

望
活
動
を
し
た
。

　
す
く
も
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
中

止
は
、
実
行
委
員
会
の
決
定
を
最

大
限
に
取
り
入
れ
て
大
会
長
の
私

が
決
定
し
た
。

A
　
消
防
団
や
分
団
等
の
運
営
に

は
組
織
運
営
費
が
必
要
。
現
在
は

団
員
が
わ
ず
か
な
報
酬
か
ら
拠
出
し
、

運
営
費
を
賄
っ
て
い
る
が
、
一
定

額
の
運
営
費
の
助
成
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
出
勤
手
当
な

ど
団
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
。

　
消
防
団
組
織
の
寄
付
集
め
に
住

民
か
ら
「
条
例
違
反
」
と
の
批
判

も
聞
く
。
寄
附
を
集
め
な
く
て
も

団
運
営
が
で
き
る
よ
う
組
織
運
営

費
は
公
的
に
補
助
す
べ
き
だ
。

B
　
消
防
団
の
基
本
的
な
運
営
費
、

屯
所
の
維
持
費
、
消
防
車
の
維
持

管
理
費
等
は
公
的
費
用
で
や
っ
て

い
る
。

　
団
員
の
報
酬
も
他
市
町
村
と
比

較
し
て
決
し
て
安
く
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
消
防
団
の
寄
付
行
為
は
、
宿
毛

市
消
防
団
条
例
で
「
消
防
団
ま
た

は
団
員
の
名
義
を
も
っ
て
、
み
だ

り
に
寄
付
を
募
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
な
っ
て
い
る
。
年
一
回
、
出
初
式

の
後
に
、
地
区
を
ま
わ
り
、
寄
付

を
も
ら
う
こ
と
が
、「
み
だ
り
に
寄

付
を
募
る
行
為
」
に
当
た
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。

消
防
行
政
に
つ
い
て

介
護
認
定
者
の
減
額

支
援
に
つ
い
て

職
員
採
用
に
つ
い
て

人
事
異
動
に
つ
い
て
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A
　
教
育
長
は
、
学
校
再
編
に
つ

い
て
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
と
い

う
発
言
を
し
て
い
る
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う

の
か
。

B
　
現
在
、
見
直
し
に
あ
た
り
、
各

学
校
の
保
護
者
の
意
見
を
伺
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
意
見
交

換
会
を
開
催
す
る
等
、
保
護
者
の

意
見
を
伺
い
、
そ
の
後
、
教
育
審

議
会
に
諮
る
な
か
で
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
新
た
な
再
編
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
花
へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
は
、

平
成
二
十
一
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

二
十
五
年
三
月
十
七
日
で
終
止
符

を
打
っ
た
。
し
か
し
、
市
長
が
終

止
符
宣
言
を
し
た
直
後
か
ら
、
継

続
を
願
う
市
民
の
会
や
高
知
新
聞
、

ラ
ン
ネ
ッ
ト
の
投
票
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

B
　
実
際
に
運
営
に
か
か
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
実
行
委
員
会
で

の
ご
議
論
を
最
大
限
に
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
花
へ

ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
を
中
止
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
民
各
層
か
ら
、
花

へ
ん
ろ
マ
ラ
ソ
ン
を
惜
し
む
声
が

あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
し
、
私

自
身
も
あ
の
大
会
後
、
認
識
を
大

き
く
変
え
た
。

　
そ
う
い
っ
た
意
見
や
市
民
の
惜

し
む
声
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
例
え
ば
間
寛
平
マ
ラ

ソ
ン
で
あ
る
と
か
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
で
あ
る
と
か
、
新
し
い
競
技

の
中
に
そ
う
い
う
選
択
肢
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
検
討
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
そ
れ
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
名

称
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
を
変
え
て
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
や
っ
て
い
く
と
の
考
え
は

あ
る
か
。

B
　
新
た
な
組
織
の
中
で
、
新
た

な
形
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
、
そ

こ
で
の
方
向
が
す
べ
て
で
あ
る
。
私

と
し
て
は
、
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
の
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
過
日
、
梓
公
園
で
清
掃
活
動

を
し
て
く
れ
て
い
る
中
学
生
ぐ
ら

い
の
女
子
か
ら
、「
公
園
に
手
押
し

ポ
ン
プ
を
設
置
で
き
ま
せ
ん
か
」
と

の
質
問
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
先
生
か
ら
も
、「
で
き

れ
ば
学
校
と
か
公
園
等
へ
設
置
を

し
て
い
た
だ
け
な
で
し
ょ
う
か
」
と

の
話
が
あ
っ
た
。

　
災
害
時
に
は
水
が
一
番
で
あ
り
、

水
さ
え
あ
れ
ば
、
最
低
で
も
一
週

間
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
洗
面
の
水
、
体
を
ふ
く
水
、

ト
イ
レ
使
用
の
水
、
水
は
皆
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
ス
ト
ッ
ク
は
し
て
い
る

と
思
う
が
、
大
量
に
使
う
水
は
ス

ト
ッ
ク
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
要
望
に
つ
い
て
、
所

見
を
問
う
。

B
　
市
内
公
園
施
設
等
で
の
手
押

し
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
防

災
対
策
上
、
非
常
に
有
益
な
も
の

の
ひ
と
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
街

づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
小
野
梓

記
念
公
園
に
現
存
す
る
ゆ
か
り
の

井
戸
を
再
利
用
で
き
る
も
の
か
、
調

査
検
討
し
て
い
く
。

　
平
成
二
十
五
年
第
二
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会

一
致
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
松
　
田
　
安
　
夫
　
氏
（
再
任
）

○
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
　
　
　
　
安
　
澤
　
伸
　
一
　
氏
（
新
任
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
松
　
田
　
雄
　
三
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
示
　
野
　
孝
　
雄
　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
野
　
口
　
節
　
子
　
氏
（
新
任
）

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

採
　
　
択

第
１７
号

核
兵
器
全
面
禁
止
の
決
断
と
行
動
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
再
編
計
画

に
つ
い
て

宿
毛
花
へ
ん
ろ

マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

市
内
公
園
へ
の
手
押
し

ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲



⑱

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

承
　
　
認

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号
〜

　
第
5
号

第
6
号

第
7
号

第
8
号

第
9
号

第
10
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
18
号

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
国
民
宿
舎
運
営
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

宿
毛
市
防
災
対
策
加
速
化
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
宿
舎
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

宿
毛
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
次
の
方
々
に
対
し
て

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
表
彰
】

　
★
議
員
十
年
以
上

　
　
中
　
平
　
富
　
宏
 

議
員

　
　
浅
　
木
　
　
　
敏
 

議
員

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

表
　
　
彰



本
当
の
サ
イ
レ
ン
や
緊
急
メ
ー
ル

と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
！ やなせたかし

ゆうどうくん

避難道【完成】

樺（聖神社）

避難道【完成】

藻津（県道沿い）

避難道【完成】

内外ノ浦（八坂神社裏）

避難道【完成】

大海（道路上）

避難道【完成】

栄喜（道路奥）

避難道【完成】

小筑紫（海積神社）

片島（片中横） 片島（一宮塩竃神社上） 和田（裏山） 和田（海津見神社）

避難道【完成】 避難道【完成】 避難道【完成】 避難道【完成】

避難道【完成】

池島（天満宮）

避難道【完成】

片島（安喜渡船上）

避難道【完成】

大島（春日神社）

湊（墓地）

避難道【完成】

伊与野（国道沿い）

避難道【完成】

小筑紫（天満宮）

避難道【完成】

高
知
県
下
一
斉
避
難
訓
練

　
今
年
も
高
知
県
下
一
斉
で
、
南

海
地
震
に
対
し
、「
避
難
す
る
」
意

識
を
高
め
る
た
め
、
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　
実
際
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
避
難

行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
経
路
、

場
所
、
施
設
を
確
認
し
て
、
万
一

の
「
災
害
」
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
１
日

（日）
　

　
　
午
前
９
時
〜
（
予
定
）

※
災
害
の
発
生
ま
た
は
恐
れ
の

あ
る
場
合
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
内
容

　
沿
岸
地
域
に
お
い
て
は
、
大
津

波
警
報
を
合
図
に
、
沿
岸
地
域
以

外
に
つ
い
て
は
、
緊
急
速
報
の
訓

練
メ
ー
ル
を
合
図
に
、
最
寄
り
の

避
難
場
所
へ
避
難
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

津
波
避
難
道
整
備
状
況
（
平
成
２４
年
度
事
業
分
）

防災コーナー 【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３―０９５１
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キクイタダキ

⑳

ぷ
れ
ー
ら
ー
ん
２
０
１
３

お
ば
け
屋
敷

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
ご
協

力
に
よ
り
、
今
年
も
「
お
ば
け
屋

敷
」
を
開
催
し
ま
す
。
夏
の
夜
長

に
ホ
ラ
ー
ナ
イ
ト
を
体
感
し
ま
せ

ん
か
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
８
月

１０
日

（土）

　
　
　
　

１７
時

３０
分
〜

２０
時

３０
分

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

（
小
学
生
以
上
１
人
１
０
０
円
、

前
売
り
券
は
中
央
公
民
館
で
販

売
し
て
い
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

宿
毛
市
民
合
唱
団
創
立

５０

周
年
記
念
演
奏
会
開
催

　
昭
和

３７
年
に
創
立
し
、
活
動
を

続
け
て
き
た
「
宿
毛
市
民
合
唱
団
」

で
は
、
合
唱
の
楽
し
さ
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
味
わ
う
機
会
と
し

て
、
創
立

５０
周
年
記
念
演
奏
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
８
月

１８
日

（日）

開
　
場
　

１８
時

開
　
演
　

１８
時

３０
分

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
金
子
和
孝

　
蕁
６
３
―

５
１
０
６

写
真
展
「
幡
多
の
野
鳥

２
０
１
３
」

　
幡
多
に
は
自
然
も
多
く
、
珍
し

い
野
鳥
も
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年

は
、
日
本
で
一
番
小
さ
な
野
鳥
の

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
が
入
野
松
原
に
群

れ
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日
　
時
　
８
月

１６
日

（金）
〜

２５
日

（日）

　
　
　
　
９
時
〜

１７
時

会
　
場
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
ホ
ワ
イ
エ

入
　
場
　
無
料

主
　
催
　
高
知
野
鳥
の
会

後
　
援
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
野
鳥
の
会
　
木
村
 

宏

　
｜■■　
０
９
０
―

５
７
１
１
―

５
０
２
９

ふ
れ
ん
ど
り
ー
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
　
８
月

２４
日

（土）
　

開
　
演
　

１８
時

３０
分

場
　
所

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル

入
場
料
　

 
一
般
　
１
、０
０
０
円

 
（
学
生
無
料
）

主
　
催

 
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス

協
　
賛

 
公
民
館
サ
ー
ク
ル
ゆ
り
か
ご
の
会

後
　
援
　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
イ
シ
ザ
キ
宿
毛
音
楽
教
室

　
蕁
６
３
―

５
０
４
７

宿
毛
市
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー

文
化
展
作
品
募
集

　
６０
歳
以
上
の
芸
術
愛
好
者
の
、

発
表
の
場
で
す
。
自
分
の
作
品
を

た
く
さ
ん
の
人
に
鑑
賞
し
て
も
ら

い
ま
せ
ん
か
。

　
作
品
は
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

会
　
期
　

　
１０
月

１８
日

（金）
〜

２０
日

（日）

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
入

　
１０
月

１６
日

（水）
　
９
時
〜

１５
時

　
※
持
参
に
限
る

応
募
資
格

宿
毛
市
出
身
者
お
よ
び
在
住
で
、

搬
入
当
日
満

６０
歳
以
上
の
方

出
品
料
　
無
料

出
品
部
門

・
工
芸

・
絵
画
（
日
本
画
、
洋
画
な
ど
）

・
書
道

・
写
真

・
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
な
ど

主
　
催

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

　
宿
毛
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
宿
毛
市
文
化
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先

おかげさまで文教センターは　
開館20周年
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高岡山古墳出土品

時
　
間

　
９
時
〜

１７
時

場
　
所

　
文
教
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ワ
イ
エ

主
　
催

　
ミ
モ
ザ
幡
多

共
　
催

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

※
事
前
申
し
込
み
・
参
加
料
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

戦
地
か
ら
土
佐
へ
の
手
紙

　
『
戦
争
』
、『
戦
後
』
と
い
う
言
葉

が
、
時
を
重
ね
て
次
第
に
色
あ
せ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
当
時

を
生
き
抜
い
た
人
び
と
だ
け
で
な

く
、
現
代
を
生
き
る
我
々
に
と
っ
て

も
、
戦
争
は
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け

な
い
出
来
事
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

む
し
ろ
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
責
務
が

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
時
代
、
戦
場
に
赴
い
た
土
佐

の
若
者
た
ち
か
ら
家
族
に
宛
て
た
手

紙
を
パ
ネ
ル
に
し
て
、
文
教
セ
ン
タ

ー
に
新
設
さ
れ
た
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
当
時
の
兵
士
た
ち
の
思
い
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

展
示
内
容

　
『
戦
地
か
ら
土
佐
へ
の
手
紙
』

開
催
日

　
８
月

１６
日

（金）
〜

２６
日

（月）

第
3
回
宿
毛
の
歴
史
講
座

　
１０
回
連
続
講
座
の
第
３
回
は
『
宿

毛
の
古
墳
か
ら
眺
め
た
幡
多
の
古

墳
時
代
』
で
す
。

　
土
佐
の
中
で
も
宿
毛
は
い
ち
早

く
開
け
た
土
地
で
、
平
田
に
は
曽

我
山
古
墳
と
高
岡
山
古
墳
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
宿
毛
の
古
墳
を
検

証
し
な
が
ら
、
幡
多
の
古
墳
時
代

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
８
月

２５
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

演
　
題

宿
毛
の
古
墳
か
ら
眺
め
た
幡
多

の
古
墳
時
代

講
　
師

　
四
万
十
市
生
涯
学
習
課
主
査

川
村
　
慎
也

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
江
戸
の
子
ど
も
ち
ょ
ん
ま
げ
の

ひ
み
つ菊

地
ひ
と
美
　
作
／
偕
成
社

■
レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
希
望
の
絵
本

を
つ
く
る
人

松
岡
希
代
子
　
著

美
術
出
版
社

■
ち
き
ゅ
う
が
ウ
ン
チ
だ
ら
け
に

な
ら
な
い
わ
け松岡

た
つ
ひ
で
　
さ
く

福
音
館
書
店

■
「
お
な
か
が
弱
い
！
」
が
治
る
本

〜
自
分
の
お
な
か
と
向
き
合
う
た

め
の
知
識
と
心
が
ま
え
〜

渡
邊
昌
彦
　
著
／
中
経
出
版

■
ひ
と
り
で
子
育
て
し
よ
う
と
思

っ
た
ら
読
む
本

新
川
て
る
え
　
著

イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス

■
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
連
鎖
の
真
相

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
　
　
　
　

「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
」
取
材
班
　
著

講
談
社

　
３
つ
の
原
子
炉
が
同
時
多
発
的

に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
た
福
島
第
一

原
発
。
事
故
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
。

本
当
に
防
げ
な
か
っ
た
の
か
。
４

０
０
人
以
上
へ
の
取
材
を
も
と
に

驚
愕
の
新
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
」
シ
リ
ー
ズ
を
書
籍
化
。

■
あ
た
し
い
え
で
し
た
こ
と
あ
る
よ

角
野
栄
子
　
文
／
あ
す
な
ろ
書
房

■
ぜ
ん
ぶ
夏
の
こ
と

薫
く
み
こ
　
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

■
世
界
が
認
め
た
ニ
ッ
ポ
ン
の
居

眠
り

〜
通
勤
電
車
の
ウ
ト
ウ
ト
に
も
意

味
が
あ
っ
た
！
〜

ブ
リ
ギ
ッ
テ
・
シ
テ
ー
ガ
　
著

畔
上
司
　
訳

阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

■
鳴
く
虫
の
科
学

〜
な
ぜ
鳴
く
の
か
、
ど
こ
か
ら
音

を
出
す
の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
探
る
〜高

嶋
清
明
　
写
真
・
文

海
野
和
男
　
監
／
誠
文
堂
新
光
社

　
セ
ミ
や
コ
オ
ロ
ギ
、
ス
ズ
ム
シ
、

キ
リ
ギ
リ
ス
な
ど
の
鳴
く
虫
は
な

ぜ
鳴
く
の
で
し
ょ
う
か
？
仲
間
同

士
で
音
を
使
っ
て
交
信
す
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？
鳴
く

虫
の
秘
密
や
暮
ら
し
を
、
写
真
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

「知る事」が四島返還の第一歩

〒７８０－０８７０　高知市本町１－６－２４ 高知商工会議所内
蕁０８８－８７５－１１７０　✉ soumu@cciweb.or.jp

北方領土返還要求運動高知県民会議

北方領土返還要求運動に積極的な参加を！
（家庭や職場から運動の輪を広げよう。）



澤

有料広告

　
西
南
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下

ｓ
ｗ
ａ
ｎ
ｔ
ｖ
と
い
う
）
で
は
、
株

式
会
社
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
ｔ
と
業
務
提
携

を
行
い
宿
毛
市
の
一
部
の
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
超
高
速
光
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始

す
る
こ
と
と
な
り
、
８
月
よ
り
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

　
今
回
提
供
を
予
定
し
て
い
る
超

高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
は
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
で
通
信
速
度
が
最
大
１
Ｇ
ｂ

ｐ
ｓ
（
＊
１
）と
、
現
在
同
社
が
提

供
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
お
よ
そ
１
０
０
倍
の
速

度
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
ま

で
以
上
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
快

適
に
利
用
で
き
る
と
と
も
に
、
よ

り
高
画
質
の
動
画
も
ス
ト
レ
ス
な

く
視
聴
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
提
供
と
同
時
に
『
光
で
ん
わ
』

の
提
供
も
行
い
ま
す
。
こ
の
光
で

ん
わ
は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
電

話
機
、
電
話
番
号
も
そ
の
ま
ま
で

切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
、
通
話
料

も
光
で
ん
わ
間
で
は
無
料
と
、
大

変
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
と
電
話
を
セ

ッ
ト
で
ご
契
約
い
た
だ
く
と
、
無
線

ル
ー
タ
ー
が
無
料
装
備
さ
れ
、
ご

自
宅
で
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
家

の
中
で
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
、
快
適
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、ａ
ｕ
ス
マ
ホ
を
ご
利

用
の
方
は
、
ａ
ｕ
ス
マ
ー
ト
バ
リ

ュ
ー
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
月
額
利
用
料
の
割
引
と
な
り
、

ご
家
庭
の
通
信
費
用
の
節
約
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
ｓ
ｗ
ａ
ｎ
ｔ
ｖ
は
、
宿
毛
市
の

皆
さ
ん
に
よ
り
良
い
環
境
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
快
適
で
充
実
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
生
活
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ピ
カ

ラ
ｓ
ｗ
ａ
ｎ
光
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
な
エ
リ
ア
に
関
し

ま
し
て
は
、
ｓ
ｗ
ａ
ｎ
ｔ
ｖ
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　
平
日
　

９
時
〜

１８
時
　

　
土
・
日
・
祝
日
　

９
時
〜

１７
時

３０
分

　
※
電
話
対
応
の
み

【問い合わせ先】
　宿毛市駅前町１－９０４
　西南地域ネットワーク（swantv）
　蕁６２－０８８８

　〈HP〉http://www.swantv.co.jp/
　〈E-mail〉info @swantv.co.jp

心の健康相談のお知らせ
・・・・・ひとりで悩んでいませんか。
お気軽にご相談ください。

8月は「電気使用安全月間」です

電気安全のご相談は、お気軽に下記までご連絡ください。

高知支部（中村事業所）蕁０８８０－３４－６４３１

【相談窓口】
　宿毛市保健介護課　健康指導係
　蕁６３－１１１３
　幡多福祉保健所　健康障害課　精神保健福祉担当
　蕁０８８０－３４－５１２４（直通）　
　蕁０８８０－３５－５９７９

ｓｗａｎｔｖが、超高速インターネットサービス『ピカラ』を開始いたします
通信速度最大１Ｇｂｐｓ、8月より受付開始

＊１：１Ｇとは情報の大きさを表す単位で、大きいと高速で通信できます。
　　　現在のインターネット回線では最大級です。

住宅・土地
　　統計調査をします

10月1日
実
施
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2
9 納

期
限

市 県 民 税 2期

国民健康保険税 2期

介 護 保 険 料 2期

後期高齢者医療保険料 2期

9
2

〈ホームページ〉 http://www.keiba.or.jp　〈i-mode〉 http://www.keiba.or.jp/i/

1、7、8、14、15、21、229月

3、4、10、11、17、18、24、25、318月

（月）
市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0

月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

8
※お昼休みも納付できます。

25（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

8
8（木）
22（木）

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先
1（木）

3（土）

4（日）

5（月）

6（火）

8（木）

10（土）

11（日）

13（火）
14（水）

16（金）

18（日）

19（月）

20（火）

21（水）
22（木）

24（土）

28（日）

31（土）
1（日）

こども陶芸教室（～2日）
青少年キャンプ IN うぐる島（～4日）
親子ものづくり体験講座

第9回 宿毛市長杯少年サッカー大会
　2013（～4日）

宿毛市長杯ミニバスケットボール大会2013（～4日）
こども折り紙教室

子どもフェスティバル

こども将棋教室（～7日）

第11回 宿毛遊遊サッカーフェステバル　
　〈高知大学サッカー部キャンプ（～11日）〉

常葉大学浜松キャンパス硬式野球部（～12日）
夜間市税納付窓口開設日
バスケットボールＳＵＫＵＭＯ ＳＵＭＭＥＲ ＣUＰ2013（～11日）

ぷれーらーん2013 おばけ屋敷

第55回 宿毛市人権教育研究大会
高知県サッカー協会 世代別交流大会（19歳以上）
第64回 宿毛高等学校同窓会
タイムカプセル開封式典
写真展「幡多の野鳥2013」（～25日）
戦地から土佐への手紙（～26日）
産　直　市
第17回 西日本選手権（軟式野球）
格闘技空手拳法連盟実践空手道無双塾格闘空手遊戯Vol.4～胎動

平成25年度 第3回 幡多地区陸上競技記録会
第11回 だるま夕日宿毛カップ小学生陸上競技大会

宿毛市民合唱団 創立50周年記念演奏会
子育て講演会
出張年金相談

行政相談「定例相談日」

中高年の体力づくり
夜間市税納付窓口開設日

平成25年度 高知県高等学校バスケットボール
　夏季選手権大会（～25日）

第4回 宿毛ＦＣ杯少年サッカー夏季大会（～25日）
ふれんどりーチャリティーコンサート
沖の島アドベンチャーラン2013
休日市税納付窓口開設日
第3回 宿毛の歴史講座
平成25年度 幡多武道大会（柔道）
高知県下一斉避難訓練

中央公民館　蕁63－2618
宿毛青年会議所　蕁63－3484
宿毛工業高等学校　蕁66－0346

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467
中央公民館　蕁63－2618

中央公民館　蕁63－2618
坂本図書館　蕁63－2654

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467
税　務　課　蕁63－1115
総合運動公園　蕁66－1467

中央公民館　蕁63－2618

生涯学習課　蕁63－3394
総合運動公園　蕁66－1467
宿毛高等学校同窓会事務局 蕁63－2164
中筋川総合開発工事事務所 蕁66－0142

中央公民館　蕁63－2618
産業振興課　蕁63－1117
総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

金 子 和 孝　蕁63－5106
保健介護課　蕁63－1113
市　民　課　蕁63－1112

松 岡 陽 一　蕁66－0110
福 田 延 冶　蕁67－1778

スポレクすくも　蕁63－5554
税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467
イシザキ宿毛音楽教室　蕁63－5047
中央公民館　蕁63－2618
税　務　課　蕁63－1115
宿毛歴史館　蕁63－5496
総合運動公園　蕁66－1467
危機管理課　蕁63－0951

宿毛文教センター
鵜 来 島
宿毛工業高等学校

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター

宿毛文教センター

宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場
市役所税務課
宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

宿毛市総合社会福祉センター
宿毛市総合運動公園
秋沢ホテル別館
中筋川ダム
宿毛文教センター
宿毛文教センター
すくも84マリンターミナル
宿毛市野球場
宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター
子育て支援センターすくすくひろば
市役所（市民課で受付）

宿毛文教センター

和田体育館
市役所税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
片島港（集合）
市役所税務課
宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
市内全域

3日

4日

13:30

9:00
10:00

9:00
9:00

14:00

 

17:15
9:00

17:30

9:30
9:00

17:30
16:00

9:00
9:00
9:00
8:00
9:00

10:30

18:00
10:00
10:00

13:00

10:00
17:15

9:00

10:00
18:30

6:30
9:00

13:30
9:00
9:00

10:00
13:30

5日
6日

9月

高知野鳥の会 木村 宏
　090ー5711ー5029

平成25年　８月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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ブラッシングや、

フッ素塗布を

体験できるよ。

場　　　所 受 付 時 間日

12：30～14：45

15：30～17：00

09：00～11：00

13：00～17：00

08：30～12：30

大 井 田 病 院

ＪＡ高知はた宿毛支所

宿毛商銀信用組合宿毛支店
宿 毛 商 工 会 議 所

幡多けんみん病院

宿 毛 市 役 所

9月4日（水）

9月5日（木）

9月6日（金）

　「8020運動」（80歳で20本の歯を保つ）事業の一環として、80歳以上で自分の歯が20本以上残って

いる方を審査し、表彰しています。

対　象　者　平成２５年１１月８日（いい歯の日）に８０歳以上になる県民

応募期間　８月１６日（金）～ ９月２０日（金）

申し込みの流れ

かかりつけやお近くの歯科医院で「年齢が８０歳以上で

２０本以上の歯がある」ことを伝えて、受診の予約をする。

　　　　　　　　　　　蛬

歯科健診を受ける。（この健診は８月１６日～９月２０日まで無料）

　　　　　　　　　　　蛬

歯科医院で受診した結果が高知県健康長寿政策課に送られ、

審査される。

　　　　　　　　　　　蛬

１０月ごろ、審査結果が本人あてに郵送される。

１１月ごろ、優秀に選ばれた方の表彰式が行われ、

希望者は宿毛市広報で紹介する。

　市民の皆さんには献血にご理解とご協力を
いただき、ありがとうございます。
　赤十字血液センターでは、輸血を受ける患者様の安
全性をより向上させるため、400裨献血の推進にご協
力をいただいており、医療機関からの依頼状況を勘案
しながら、200裨の献血の受注を調整させていただく
こととしております。
　皆さんの善意の申し出にお応えできないことも生じ
るとは思いますが、これらの状況をご理解いただき、
ご協力をお願します。

【問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

【問い合わせ先】

　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３

　　　　　　　　　　薨６３－０４１０

　幡多福祉保健所　　蕁０８８０－３５－５９７９

お父さん、お母さん、子どもの歯を守って！！　～むし歯予防から始まる健口生活～
日　時　８月１９日（月）　１０時～１１時　

場　所　子育て支援センター　すくすくひろば（宿毛市和田２３２１番地）

講　師　前田歯科矯正歯科　前田　恵美　先生

＊託児を用意していますのでお子さんと一緒にご参加ください。

＊当日ご希望によりお子さんのフッ素塗布を行います。

【問い合わせ先】　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３

平成25年度　高知県いい歯の表彰

献血バスがやってきます！

子 育 て 講 演 会
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検　　　診

前立腺がん検診

胸部レントゲンおよび肺がん検診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

子宮頸がん検診

乳 が ん 検 診

日　　程

６月０６日

６月０６日

６月０６日

６月２６日回収分

６月１３日

６月１８日

9 月 の 保 健 事 業 【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

3（火）
12（木）
17（火）
26（木）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
宿毛東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂

母子保健

成人保健

各種健診はどこの場所でも受けることができます。
●平成25年度実施の健康診査などの申し込みをされていない

方 は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。
●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険

証が必要です。持参してないと健診が受けられませんので
ご注意ください。

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした

簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
2（月）
4（水）
6（金）
9（月）
9（月）

11（水）
12（木）

26（木）

27（金）

19：30～11：00
19：30～11：00
18：30～11：00
13：30～15：00
10：00～11：30
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～11：30
12：00～14：30
18：30～11：00

栄喜漁村交流センター
片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿毛東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー

場 　 所 実 施 時 間日
5（木）

10（火）

18：00～19：00
18：00～19：00
19：30～19：50

千 寿 園
宿毛市総合社会福祉センター
ポ ピ ン ズ ア リ タ

［胸部レントゲン・肺がん検診］

場 　 所 受 付 時 間日
5（木）

10（火）
18：00～19：00
18：00～19：00

千 寿 園
宿毛市総合社会福祉センター

※食事・水分・薬など飲食物はとらずにお越しください。

［胃がん検診］

犬の引取り

●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

［特定健康診査］［前立腺がん検診］［大腸がん検診（配布）］
場 　 所 受 付 時 間日

5（木）

10（火）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30

千 寿 園

宿毛市総合社会福祉センター

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

場 　 所 実 施 時 間日
20（金）
27（金）

19：00～19：30
19：00～19：30

宿毛市総合社会福祉センター
〃

［1歳6ヵ月児健康診査］対象児に個人通知します

場 　 所 実 施 時 間日
11（水） 12：30～13：00宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

17（火）

30（月）

人数制限があるた
め予約制です。受
診票指定の時間に
お越しください。

幡 多 健 診 セ ン タ ー
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
橋上生活改善センター

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

各種検診の結果について

※ご不明な点がありましたら、保健介護課までお問
い合わせください。

　下記の日程までの検診について、精密検査が必
要な方には通知が完了しています。

【問い合わせ先】
　保健介護課保健衛生係
　蕁６３―１１１３
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沖の島アドベンチャーラン2013沖の島アドベンチャーラン2013沖の島アドベンチャーラン2013

豊かな自然が残る沖の島の海岸線を、カヌーで巡るツアー。氷河と見まがう
ような柱状の花崗岩や、中でつながっている巨大な洞窟群など、迫力ある沖
の島の自然を間近で体験できる機会はめったにありません。思いっきり感動
できること間違いなしです。

日　時　８月２５日（日）　
場　所　高知県宿毛市・沖の島西海岸（母島～弘瀬）
コース　カヌーツーリング約７㎞
　　　　（途中のサンゴ礁などでシュノーケリングなども行います）

定　員　３６名（中学生以上で、最後まで漕ぐ自信のある方）
参加費　カヌーツーリング　８，０００円　
　　　　応援・付き添い　５，５００円（子どもは３，５００円）
　　　　※往復の船賃、昼食代、保険料含む

主　催　沖の島観光協会

【申し込み・問い合わせ先】
　8 http://www.gallery.ne.jp/̃seike33-genki/
　（必要書類はこちらからダウンロードできます）　

　８月１６日（金）までに、参加申込書と参加費を
　添えて申し込んでください。
　〒７８８－０００１　
　宿毛市中央２－７－１４　
　宿毛市中央公民館
　蕁６３－２６１８

沖の島のブルーシーに染まる1日「カヌー＆スイム」

夕方、定置網の見学後、獲れたて鮮度抜群の魚介類を海辺で豪快に
調理し、満点の星空の下で食し、飲んで歌って、楽しいひとときを
沖の島で過ごしてみませんか。

高知・沖の島からの招待状

開催日時

9月14日踞～9月15日跣
※夕方からのイベントですので、宿泊が必要です

募集定員　25名（定員に達し次第締め切ります）

参 加 料　大人13,000円（飲み物は別料金）

　　　　　子供（小学生以下）10,000円

主　　催　沖の島観光協会

【申し込み・問い合わせ先】
　沖の島観光協会事務局
　蕁０８８０－６９－１００１

9月14日（土）
　13：40　　宿毛市片島港・定期船乗り場で受付
　　（土佐くろしお鉄道利用の方はご連絡下さい）
　15：20　　母島港到着
　16：30　　定置網見学後
　　　　　　0「ワイルドレストラン」開店
　20：30頃　スターウォッチングのクルージング

9月15日（日）
　06：00　　弘瀬港にて打ち網漁の体験
　　　　　　0獲れたてのキビナゴで
　　　　　　0ワイルドモーニング
　09：00　　島内ウォーキングに出発
　15：00　　チャーター船で沖の島出発
　16：00　　片島港にて解散
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